
伝承 250 周年記念「鮭川歌舞伎土舞台特別公演」 

鮭川村 

１ はじめに 

 鮭川歌舞伎の起源は、安永２年に江戸歌舞伎の役者が村人に伝えたのが始まりとされ

ている。京塚、石名坂、上大渕、川口の４地区で、それぞれ「京旭座」、「豊石座」、「大

渕座」、「川村座」の４座が結成され、神社や観音堂の境内にある土舞台（どぶたい）等

で奉納上演され、盛況を博していた。一時消滅の危機が訪れるが、村内の４座を合併し、

「鮭川歌舞伎保存会」が結成される。その後、県指定無形民俗文化財にも指定され、毎

年の定期公演には 500 名ほどの来場がある。子ども歌舞伎の育成にも力を入れ、現在は

多くの若者が役者として活躍している。昨年、全国でも大変珍しい神社境内での土舞台

での公演を 50 年ぶりに復活させた。  

 今年度は、鮭川歌舞伎の伝承 250 周年の節目の年であり、昨年度に引き続き土舞台特

別公演を、歌舞伎保存会や地域住民、民間企業、行政（役場・教育委員会）が一体とな

って実施した。  

 

２ 事業のねらい 

鮭川歌舞伎の伝承 250 周年を記念し、全国的にも大変貴重な古くからの土舞台での歌舞

伎公演を開催することで、交流人口の拡大を図り、地域が「むらの宝」として再認識し、

住民が一体となって鮭川歌舞伎を次の世代に継承していくことを目指す。  

 

３ 事業の概要 

神社境内における土舞台での奉納歌舞伎公演を開催した。実施に当たっては、鮭川小学

校と連携し、子ども歌舞伎の公演も行った。また、幅広い年代に歌舞伎に触れてもらうた

めに、インターネットを通じたライブ配信や、イヤホンを活用した歌舞伎の生解説を行っ
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た。同時に、村指定無形民俗文化財の「段の下田植え踊り」の披露や、村文化団体連合会

の舞踊の披露も行われた。  

事前予約制としたが、予約開始 2 日ほどで満員御礼となるなど、当公演への反響の大き

さがうかがえた。当日も役者の名演技に盛大な拍手が送られた。  

（１）日時 令和５年６月１１日（日）  12：00（受付・入場開始 11：00） 

（２）会場  京塚愛宕神社境内  

（３）公演内容  

・假名手本忠臣蔵  大序 鶴ヶ岡八幡宮社頭兜改めの場  

・白浪五人男  稲瀬川勢揃いの場  ※鮭川子ども歌舞伎  

  ・奥州安達ヶ原  三段目  袖萩祭文の場  

※前夜公演（ 6/10） 

 ・白浪五人男 稲瀬川勢揃いの場  ※青年歌舞伎  

（４）実 績 

・来場者数 約 400 人  ※２日ほどで予約が埋まり、満員御礼となった  

・配信動画再生回数  2,352 回（12/19 現在）  

・イヤホン（歌舞伎解説者による生解説）貸出数 174 セット 

・無料送迎バス利用（新庄駅～会場）    11 名 

 

４ 成果（〇）と課題（△） 

〇多くの方に来場していただき、雨天時にもかかわらず大盛況のうちに幕を閉じた。 

〇ライブ配信、動画配信を行ったことで、これまで鮭川歌舞伎を観たことがなかった地域

の人や若者に、鮭川歌舞伎を知っていただく機会となった。 

〇歌舞伎の生解説を行ったため、気軽に楽しく歌舞伎を鑑賞いただいた。  

〇多くの報道機関や情報誌等に掲載されたため、鮭川歌舞伎の認知度の向上につながった。 

〇子ども歌舞伎も土舞台での公演を行えた。参加した児童で、鮭川歌舞伎に興味をもち、

この度の公演から正式に入会したものもいた。  

〇地域全体が鮭川歌舞伎の価値を再認識できた。  

△公演開催や舞台建設の労力。  

 

５ 今後の展望 

 土舞台公演の開催により、交流人口が拡大され、鮭川歌舞伎の認知度があがり、地域が

鮭川歌舞伎を「むらの宝」として再認識できた。今後も、記念の年に「土舞台公演」を開

催していく予定である。  
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スポーツの秋を満喫！！第２回さけすぽ祭を開催 
鮭川村 

１ はじめに 

さけすぽ祭は、令和４年度に新たな村民向けのスポーツイベントとして開催され、今年度で２

回目を迎える。 

鮭川村中央公民館及び、隣接する多目的運動公園（愛称：さけすぽ）をメイン会場とし、軽ス

ポーツを中心とした複数の種目を体験できるイベントとしている。 

今年度はイベントの内容の見直しを行い、体験種目の変更や、総合型クラブ・民間企業との連

携、飲食ブースの設置、スタンプラリーの導入等を行い、より多くの村民に参加いただくことが

できた。 

 

２ 事業のねらい 

村民の健康増進、健康寿命の延伸を目指し、運動習慣をつける一環として軽スポーツを中心と

した種目を体験していただく。多世代、地域での交流を楽しめるイベントとする。 

 

３ 事業の概要 

（１）日時 令和５年１０月９日（月）スポーツの日  

※熱中症の危険性があったため８月から延期 

（２）参加者数 181 名（昨年度 111 名） ※延べ参加者 463 名（昨年度 229 名） 

（３）会場 中央公民館・多目的運動公園・鮭川堤防 

（４）実施種目 

  種  目  名 参加者数 

1 ソフトボール 22 

2 ソフトバレー 52 

3 モンテ サッカー教室 5 

4 グラウンドゴルフ 32 

5 モルック 44 

6 輪投げ 51 

7 ノルディックウォークラリー 18 

8 サイクリング 5 

9 ステップ教室 16 

10 ラテンダンス教室 12 

11 ヨガ教室 16 

12 レッツキッズダンス 23 

13 e スポーツ体験会 57 

14 健康測定(協力:明治安田生命) 38 

15 インボディ筋力測定 20 

16 カルタ(協力:小野商会) 30 

17 トレーニングルーム 22 

  合計（延べ参加者） 463 

   ※その他、ラジオ体操に 100 名ほどが参加 
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（５）その他企画 

・グルメコーナーを設置し、村内事業者よりキッチンカー等の飲食ブースを出店いただいた。 

  ・スタンプラリーを企画した。（３種目に参加でグルメコーナーにて使用できる割引券を配布） 

  ・参加受付をした方の中から抽選で、村内の特産品が当たる抽選会を実施した。 

 

４ 成果（〇）と課題（△） 

〇飲食ブースや多彩な種目を用意したことで、多くの村民に参加いただいた。 

〇総合型地域スポーツクラブと連携し、親子向けのダンス教室やエクササイズ体験を展開し、

参加者増につながったとともに、総合型地域スポーツクラブのＰＲとなった。 

 〇スタンプラリーの実施で、多くの種目に参加いただいた。（延べ参加者が昨年比で倍増） 

 〇開会式に山形弁ラジオ体操を実施し、アイスブレイクにもなりよかった。 

 〇村と協定を結んでいる民間企業と連携し、ブースを出展いただいた。 

 〇多世代の交流の場となり、参加者からも満足いただいた。 

 △来場者は増えたが、今後の運動の習慣化に向けた工夫が必要。 

 

５ 今後の展望 

 今後は、若者にも人気があるスポーツ（パルクールやスラックライン等）の導入を検討し、よ

り多くの世代に参加いただけるようにしたい。また、イベント参加者へ、村の健康づくり事業や

総合型地域スポーツクラブの教室、トレーニングルーム等への誘導を行い、村民の運動習慣化に

繋げたい。 
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令和５年度 戸沢村芸文祭 

 
 

戸沢村  

１．はじめに 

 戸沢村の芸術文化活動は、青年団を中心に地区芸能活動が行われ、住民の楽しみの一つ 

として定着してきた。その後、過疎化等の影響により、地域の祭典においても次第に芸能 

活動が行われなくなり、村の芸術文化活動は厳しい状況にあった。平成１２年度から村内 

の芸術文化団体が中心となり「芸術文化祭」を開催。近年は、別々に開催していた「と 

ざわ旬の市」「戸沢村新そばまつり」と同会場で開催することで、多くの人々に芸術文化 

に触れてもらえるようにした。 

 

２．事業のねらい 

  村内の芸術・文化に関わる活動をしている団体が、日頃の練習の成果を発表できる場を 

作るとともに、村民がその芸術活動に触れる機会をつくることを目的に行った。 

 また、作品展示スペースを設け、村内の創作団体の作品や社会教育事業の一環である 

「大人の共育倶楽部」の講座の作品などを展示することで、個々の創作意欲を掻き立てる 

とともに、来場した方々に、村内で行われている創作活動を知ってもらうことをねらいと 

した。 

 

３．事業の実施内容 

期  日：令和５年１１月５日（日）１０：００～ 

場  所：戸沢村中央公民館体育館（とざわ旬の市・戸沢村新そばまつり同時開催） 

内  容：村内芸術文化活動を行う団体による「唄」「舞踊」「太鼓」「ダンス」 

        作品展（わら細工、書道、絵画 等） 

 出演団体：戸沢学園吹奏楽部、津谷囃子芸能保存会、最上峡民謡愛好会 

        角川芸能研究会、フラ・マイレシスターズ、日向ひょっとこ踊り山形支部 

和太鼓さみだれ・KOBUE（鼓笛）、TOZAWA Creative Dance Team Hi-tto 

作品展示：古口乙夜塾わら細工、最上地区小学生人権書写展、ちぎり絵教室作品 

        新田書道教室戸沢 書道展(小学１年生～５年生) 

絵葉書カレンダー教室作品、とざわスケッチ大会作品 

        子ども読書推進計画活動推進員 活動報告、POPコンクール優良作品 
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４．成果と課題 

戸沢村では、芸術文化団体及び会員の減少と高齢化がすすみ、活動を継続していくこ

とが難しい状況となっている。それに加え、令和２年度からは、新型コロナウイルス感

染症の影響により「会員が集まることができないため、練習ができない」「地域の祭り

やイベントが中止になった」など、ほとんど活動ができない状況だった。戸沢村芸文祭

においても、令和２年度は中止、令和３・４年度は規模を縮小しての開催だったが、今

年度は、人数や規模を制限することなく開催することができた。出演団体にとって、日

頃の練習の成果を発表することができたと同時に、村民がその芸術・文化活動に触れる

よい機会となった。 

 

５．終わりに 

同会場では「とざわ旬の市」「戸沢村新そばまつり」も同時に行われ、大勢の人が訪

れ大変な盛り上がりをみせるなど、別々に行っていた事業を一緒に行うことにより、買

う・食べる・観るが同時にできる大規模なイベントとなった。 

村に生活する人々が、芸術・文化に触れながら、心豊かに住み続けるためにも、関係

団体との連携をさらに深めながら、芸術文化活動団体の活性化を図り、この事業の継続

と充実を図っていく。 
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Lu・Girl ～ルガール～ 女性の居場所づくり 

戸沢村  

１.はじめに 

仕事、家事、子育てなどに追われ、忙しい女性たちは本来の自分を見失っていないだろうか。 

「私って、本当は何が好きだったんだっけ…？」「本当はこんなファッションが好きだけど、子育て

や家事には適していないから我慢しないと…。」「子どもを介したママ友じゃなくて、私自身とつなが

る友達が欲しい！」 

そんな女性たちが集まって、楽しくおしゃべりをしながら自分の本来の輝きと向き合う時間を過ご

してもらうことを目的とし、開催を企画した。 

場所・居場所を意味するスペイン語の「Lugar（ルガール）」という言葉に、女子・女の子を意味す

る英語の「Girl（ガール）」をかけて、「Lu・Girl（ルガール）」という名前にした。 

 

２.事業の実施内容 

  期 日 ：令和５年１０月２１日（土） 

  場 所 ：戸沢村中央公民館 

  対 象 ：女性 

  内 容 ：パーソナルカラー診断、占い、ハンドマッサージ、セルフネイル、キッチンカー出店 

（1） パーソナルカラー診断 

鶴岡市を拠点に活動を行っている、パーソナルカラー診断サロン Limonetta（リモネッタ）の佐

藤彩さんによるパーソナルカラー診断。顔の近くにドレープを当て、春・夏・秋・冬の４つのシー

ズンからその人に似合う色を診断する。それぞれのシーズンに似合う色のコスメも紹介。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 占い 

新庄市を拠点に活動を行っている、天使の虹 ELINさんによる、エンジェルカード占い。 

それぞれ悩みや迷いを抱えている女性たちを、エンジェルカードを使って占い、相談に乗ってい

た。 

 

 

 

 

 

 

-31-



（３） ハンドマッサージ 

   新庄市を拠点に活動を行っている ThreeGraces（スリーグレイシーズ）さんによるハンドマッサ

ージと、お守りアクセサリーの展示。日々の仕事で疲れている女性たちは施術を受けて癒されて

いた。 

 

 

 

 

 

 

 

（４） セルフネイルコーナー 

   さまざまな色のマニキュアや、ネイルシールを使って自由にセルフネイルを楽しんでもらうコ

ーナーを設置。参加女性は、自分では買わないような珍しい色のマニキュアを試してみたり、シ

ールを貼ってみたりと、それぞれネイルを楽しんでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） アロマ体験コーナー 

   数種類のアロマオイルと試香紙で香りを楽しんでもらうコーナーを設置。参加女性は、それぞ

れ好きな香りを選んでみたり、どんな効能があるのかを調べたりしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

３.成果と課題 

 令和５年度に初めて立ち上げた事業であり、当日は悪天候に見舞われてしまったが、幼児から大人

まで幅広い年齢層の女性に参加してもらうことができた。 

 普段は仕事や育児で忙しい毎日を送っている女性たちに、パーソナルカラー診断や占いで楽しい時

間を過ごしてもらえたようだ。美容への意識が高い女性が多く、メイク講座や骨格診断などを開催し

てほしい、自分に似合うものをもっと知っていきたい、という声が多かったため、今後開催する際に

は検討していく。また、小さい子どもを連れて参加する女性たちが多かったため、託児サービスも視

野に入れていきたい。 
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